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紹
　
介

斎
藤
理
生
著 

『
ご
く
短
い
小
説
の
研
究　

近
現
代
日
本
掌
編
文
学
論
』

森　

本　

悠　

陽

本
書
は
、
従
来
の
日
本
語
近
現
代
文
学
史
の
中
で
埋
も
れ
て
い
た
、
四
〇

〇
字
か
ら
二
〇
〇
〇
字
程
度
に
も
満
た
な
い
「
ご
く
短
い
小
説
」
の
意
義
を
、

一
〇
〇
年
と
い
う
長
大
な
期
間
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
特
徴
は
、「
ご
く
短
い
小
説
」
が
歴
史
的
に
と
っ
た
様
々
な
形
態

を
、「
掌
編
文
学
」
と
い
う
名
称
で
あ
え
て
平
面
的
に
扱
う
姿
勢
に
あ
る
と
言

え
る
。
近
現
代
に
日
本
語
で
書
か
れ
た
「
ご
く
短
い
小
説
」
は
、「
コ
ン
ト
」

「
掌
編
小
説
」「
壁
小
説
」
な
ど
、
多
種
多
様
な
名
で
流
通
し
て
い
た
。
そ
の

一
つ
一
つ
に
は
固
有
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
期

待
さ
れ
て
い
た
役
割
も
異
な
る
。
随
筆
や
散
文
詩
と
判
別
の
つ
か
な
い
作
品

も
あ
る
。
た
だ
、「
ご
く
短
い
」
と
い
う
形
式
上
、
そ
れ
ら
が
緩
や
か
に
接
続

し
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
同
時
代
か
ら
す
で
に
、
名
称

や
ジ
ャ
ン
ル
が
混
淆
し
て
流
通
す
る
状
況
も
発
生
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
本

書
は
戦
略
的
に
そ
れ
ら
を
「
掌
編
文
学
」
と
総
称
し
、
フ
ラ
ッ
ト
に
扱
う
こ

と
に
意
義
を
見
出
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来
別
々
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
て
い

た
、
あ
る
い
は
存
在
自
体
が
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
作
品
た
ち
を
、
ゆ

る
や
か
な
共
通
性
の
も
と
で
理
解
し
、
位
置
づ
け
る
。

そ
う
し
た
視
座
に
も
と
づ
い
て
、
本
書
は
、
第
一
部
「
近
現
代
日
本
の
掌

編
文
学

―
コ
ン
ト
を
中
心
に
」
に
お
い
て
、
ま
ず
日
本
語
掌
編
文
学
史
を

形
作
る
。
第
一
章
「
日
本
掌
編
文
学
史

―
一
〇
〇
年
の
素
描
」
は
、
一
九

二
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
「
コ
ン
ト
」
か
ら
、
二
〇
一
〇
年

代
に
現
れ
た
『
５
分
後
に
意
外
な
結
末
』
や
「T

w
itter

文
学
」
ま
で
の
流

れ
を
通
史
と
し
て
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
二
章
「「
コ
ン
ト
」
と
「
掌
編

小
説
」
の
発
生

―
一
九
二
〇
年
代
中
期
」
は
、「
掌
編
文
学
」
の
出
発
点
と

目
さ
れ
る
「
コ
ン
ト
」
と
「
掌
編
小
説
」
が
流
行
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
、
作

家
の
岡
田
三
郎
や
雑
誌
『
文
芸
時
代
』
の
動
向
を
軸
に
詳
ら
か
に
す
る
。
第

三
章
「
拡
散
す
る
コ
ン
ト

―
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
」
は
、「
コ
ン
ト
」

流
行
の
終
焉
と
語
ら
れ
や
す
い
一
九
三
〇
年
代
が
、
実
際
に
は
「
コ
ン
ト
」

を
は
じ
め
と
し
た
「
掌
編
文
学
」
が
社
会
全
体
に
浸
透
し
て
い
く
時
期
で

あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
、
広
範
囲
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
「
掌
編
文
学
」
掲

載
状
況
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
「
武
野
藤
介
論

―
「
コ
ン
ト
の
神

様
」
の
執
筆
活
動
」
は
、「
コ
ン
ト
の
神
様
」
を
自
称
し
当
時
名
を
馳
せ
て
い

た
が
、
今
で
は
忘
却
さ
れ
た
武
野
藤
介
の
作
家
活
動
に
着
目
し
、
掌
編
文
学

史
の
別
の
一
幕
を
映
し
出
す
。
ま
た
、
コ
ラ
ム
①
「
億
良
伸
を
探
し
て

―

消
え
た
「
掌
編
小
説
」
の
原
点
」
で
は
、「
掌
編
小
説
」
と
い
う
言
葉
の
生
成

に
関
わ
り
な
が
ら
、
正
体
不
明
で
あ
っ
た
億
良
伸
の
足
跡
も
追
い
、
掌
編
文

学
史
に
位
置
づ
け
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
第
二
部「
掌
編
文
学
と
メ
デ
ィ
ア

―
新
聞
か
ら
」で
は
、
第

一
部
で
描
き
出
さ
れ
た
掌
編
文
学
史
か
ら
、
特
に
「
掌
編
文
学
」
と
メ
デ
ィ

ア
と
の
関
係
を
掘
り
下
げ
る
。
読
み
捨
て
ら
れ
や
す
い
新
聞
の
特
性
上
、
こ

れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
多
く
の
新
聞
掲
載
作
品
に
光
を
当
て
る
と
と
も
に
、

新
聞
が
「
掌
編
文
学
」
の
社
会
へ
の
浸
透
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
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と
を
示
す
。
第
一
章
「「
ニ
ュ
ー
ス
小
説
」
と
い
う
試
み

―
『
時
事
新
報
』

と
文
学
者
」
は
、
一
九
三
〇
年
の
『
時
事
新
報
』
上
で
試
み
ら
れ
た
、
実
際

の
事
件
を
題
材
と
す
る
「
ニ
ュ
ー
ス
小
説
」
の
様
相
と
そ
の
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
。
第
二
章
「
戦
後
の
新
興
地
方
紙
と
掌
編
文
学
」
は
、
敗
戦
直
後
に

相
次
い
で
創
刊
さ
れ
た
新
興
地
方
紙
に
お
け
る
「
掌
編
文
学
」
特
集
に
着
目

し
、
そ
れ
が
疎
開
や
復
員
に
よ
り
移
動
し
て
い
た
作
家
や
編
集
者
の
思
わ
ぬ

繋
が
り
か
ら
結
実
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
戦
後
文
学
の
一
端
と
し
て
重
要

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
続
い
て
、
第
三
章
「
戦
後
の
全
国
紙
と
掌
編

文
学

―
特
集
を
中
心
に
」
は
、
敗
戦
後
か
ら
五
〇
年
代
の
全
国
紙
（
お
よ

び
そ
の
地
方
版
）
に
お
け
る
「
掌
編
文
学
」
特
集
に
目
を
向
け
、「
掌
編
文

学
」
が
人
々
の
身
近
に
あ
り
続
け
て
い
た
事
実
を
改
め
て
確
認
す
る
。
ま
た
、

コ
ラ
ム
②
「
コ
ン
ト
の
終
わ
り
に

―
『
日
本
経
済
新
聞
』『
中
部
日
本
新

聞
』
の
特
集
」
は
第
二
部
の
補
完
と
し
て
、
そ
の
他
の
新
聞
で
の
「
掌
編
文

学
」
特
集
に
触
れ
、
各
々
の
特
質
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
三
部
「
掌
編
文
学
を
読
む
」
で
は
、「
掌
編
文
学
の
書
き
手
と

し
て
は
マ
イ
ナ
ー
な
作
家
た
ち
の
作
品
を
対
象
に
し
て
」（
一
一
頁
）、作
品
分

析
を
実
践
し
て
い
る
。
本
書
は
各
作
品
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
駆
使
し
、そ

の
魅
力
を
引
き
出
す
。
第
一
章
「
太
宰
治
『
あ
さ
ま
し
き
も
の
』

―
再
帰

的
構
造
」
で
は
、
作
中
人
物
お
よ
び
語
り
手
の
「
あ
さ
ま
し
き
」
様
子
を
際

立
た
せ
る
重
層
的
な
作
品
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
作
品
を
初
出
の
雑
誌

『
若
草
』
に
置
き
直
す
こ
と
で
、
既
存
の
読
み
を
更
新
す
る
。
第
二
章
「
織
田

作
之
助
『
実
感
』

―
掌
編
文
学
の
生
成
」
は
、
草
稿
類
か
ら
作
品
の
生
成

過
程
を
再
現
し
、
情
報
の
取
捨
選
択
あ
る
い
は
凝
縮
に
よ
っ
て
「
掌
編
文
学
」

が
成
立
し
て
い
く
様
子
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
第
三
章
「
坂
口
安
吾
『
復
員
』

―
凝
縮
さ
れ
た
内
面
の
劇
」
は
、
同
時
代
の
復
員
兵
に
関
す
る
言
説
を
参

照
し
な
が
ら
、作
中
の
復
員
兵
が
抱
く
一
見
不
可
解
な
内
面
を
読
み
込
む
。
第

四
章
「
杉
山
平
一
『
お
菓
子
』『
軌
道
』

―
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
」
は
、
詩
人

の
杉
山
が
手
が
け
た
作
品
に
つ
い
て
分
析
し
、
散
文
と
詩
と
の
境
界
が
曖
昧

に
な
る
特
質
と
、
そ
れ
が
許
容
さ
れ
る
「
掌
編
文
学
」
の
裾
野
の
広
さ
を
示

す
。
第
五
章
「
三
島
由
紀
夫
『
恋
文
』『
日
食
』

―
被
占
領
下
の
メ
デ
ィ
ア

の
な
か
で
」
は
、
作
中
の
「
Ｐ
Ｘ
」
や
「
日
食
」
を
め
ぐ
る
同
時
代
状
況
を
踏

ま
え
、
社
会
批
判
を
潜
ま
せ
る
作
品
の
奥
行
き
を
顕
在
化
さ
せ
る
。
第
六
章

「
松
本
清
張
『「
過
去
の
女
」
報
告
書
』

―
長
篇
へ
の
助
走
」
は
、
複
数
の

解
釈
を
生
起
さ
せ
る
巧
妙
な
作
品
構
造
を
解
き
明
か
し
な
が
ら
、
代
表
的
長

篇
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
と
作
品
と
の
交
差
を
見
出
す
。
第
七
章
「
村
上
春
樹
『
こ

と
わ
ざ
』

―
言
葉
の
手
ざ
わ
り
」
は
、
同
内
容
を
繰
り
返
す
関
西
弁
の
語

り
が
、
発
話
行
為
自
体
の
悦
楽
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
本
書
は
、
従
来
の
文
芸
誌
や
単
行
本
掲
載
の
長
・

中
・
短
編
を
中
心
と
し
た
日
本
語
近
現
代
文
学
史
で
は
な
い
新
た
な
文
学
史

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
掌
編
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
豊
穣
さ
や
作
品

自
体
の
魅
力
も
十
分
に
共
有
し
て
く
れ
る
。「
お
わ
り
に
」
で
託
さ
れ
た
著
者

の
願
い
通
り
に
、
間
違
い
な
く
「
こ
の
一
冊
が
、
掌
編
文
学
を
楽
し
み
、
あ

る
い
は
よ
り
深
く
考
察
す
る
糸
口
に
な
る
」（
三
八
〇
頁
）
は
ず
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
五
年
一
一
月
、
四
二
九
頁
、
八
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
も
り
も
と
・
ゆ
う
ひ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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